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八田イズム！
東京オリンピック大勝利の原動力、

東京オリンピックで金メダル5個を取り、世界有数のレスリング王国を築いた日本レスリング。その裏

には、八田一朗会長（第3代会長＝1983年没）の独特かつユニークな強化方法があった。

のちの日本レスリング界をも支えた「八田イズム」は、一見して“スパルタ指導”ともとられた。確かに、

その厳しさは半端ではなかったが、極めて合理的なことばかりであり、そのすべてが強くなるために意

義のあることだったと言える。日本レスリング協会の強化の基盤であり、世界一になった選手を支え、

現代でもその精神は脈々と生き続けている。

八田会長の残したすばらしい偉業と現代でも通じる強化法とは？

クローズアップ ①

地元オリンピックで金メダル5個の“勝利”に、八田一朗会長の体が何度も宙へ舞った（提供＝フォート・キシモト）

1964

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（22名）

吉田　義勝
（日　大）

○フォール、3'53"
Andre Zoete
（フランス）

○フォール、3'46"
Cesar Del Rio Gil
（メキシコ）

○判定
Cemal Yanilmaz
（トルコ）

○フォール、7'12"
Vincenzo Grassi
（イタリア）

○判定
Ali Aliev
（ソ連）

○判定
Chang Chang-Sun
（張昌宣＝韓国）

優勝

57kg級
（20名）

上武 洋次郎
（オクラホマ州立大）

○フォール、1'12"
Karl Dodrimont
（ドイツ）

○フォール、8'14"
Walter Pilling
（英国）

○判定
Siraj Din

（パキスタン）

○判定
Choi Young-Kil
（崔永吉＝韓国）

○判定
David Camillo Auble

（米国）

○判定
Aidyn Ali Ogly Ibragimov

（ソ連）

○判定
Huseyin Akbasm
（トルコ）

優勝

63kg級
（21名）

渡辺　長武
（中大ＯＢ）

○フォール、1'12"
Sanjaa Baldan
（モンゴル）

○フォール、1'26"
John Alan Smith
（北ローデシア）

○フォール、5'28"
Raul Alberto Romero
（アルゼンチン）

○判定
Rainer Schilling
（ドイツ）

○判定
Stancho Kolev Ivanov
（ブルガリア）

○判定
Nodar Khokhashvili

（ソ連）
優勝

70kg級
（22名）

堀内　岩雄
（電電公社）

○判定
Sereeter Danzandarjaa
（モンゴル）

○判定
Matti Tapio Poikala
（スウェーデン）

○判定
Gregory Koch Ruth

（米国）

△引き分け
Abdullah Mardabili 

Movahed
（イラン）

○判定
Mahmut Atalay
（トルコ）

3位

78kg級
（22名）

渡辺　保夫
（明　大）

○判定
Stefan Tampa
（ルーマニア）

●判定
Mohamad Ali Sanatkaran
（イラン）

○判定
Martin Heinze
（ドイツ）

○判定
Philip Oberlander
（カナダ）

5位

87kg級
（16名）

佐々木 龍雄
（日　大）

○判定
Gunter Bauch
（ドイツ）

○フォール、3'39"
Baianmonkh Khorloo
（モンゴル）

●判定
Daniel Oliver Brand

（米国）

△引き分け
Geza Hollosi
（ハンガリー）

5位

97kg級
（16名）

川野　俊一
（自衛隊）

○判定
Anthony Jude Joseph Buck

（英国）

△引き分け
Imre Vigh
（ハンガリー）

●フォール、1'48"
Gholam Reza Takhti

（イラン）
―

+97kg級
（13名）

斎藤　昌典
（明　大）

ＢＹＥ
△引き分け
Arne Robertsson
（スウェーデン）

●フォール、1'23"
Denis Mcnamara
（英国）

―

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（18名）

花原　勉
（日体大助手）

○フォール、4'03"
Imre Alker
（ハンガリー）

○判定
Armaius Sayadov

（ソ連）

○判定
Vasilios Ganotis
（ギリシャ）

○判定
Maurice Mewis
（ベルギー）

○フォール、8'19"
Dumitru Pirvulescu
（ルーマニア）

ＢＹＥ
○判定

Angel Stoyanov Kerezov
（ブルガリア）

優勝

57kg級
（18名）

市口　政光
（辰野ＫＫ）

○フォール、9'56"
Nourullah Noor
（アフガニスタン）

○判定
Fritz Stange
（西ドイツ）

○判定
Janos Varga
（ハンガリー）

○判定
Pashkulev Zviatko
（ブルガリア）

○判定
Jiri Svec

（チェコスロバキア）
優勝

63kg級
（27名）

桜間　幸次
（自衛隊）

○判定
Mario Tovar Gonzalez
（メキシコ）

○フォール、2'55"
Antonio Senosa
（フィリピン）

○判定
Marte Johann
（オーストリア）

○判定
Kazimierz Macioch
（ポーランド）

●判定
Roman Rurua
（ソ連）

4位

70kg級
（19名）

藤田　徳明
（日体大助手）

○フォール、4'05"
Raul Alberto Romero
（アルゼンチン）

○判定
Dimitrios Savvas
（ギリシャ）

○判定
Kurt Valter Lyngh Madsen
（デンマーク）

△引き分け
Eero Johannes 

Tapio
（フィンランド）

△引き分け
Stevan Horvat
（ユーゴスラビア）

●判定
David Gvantseladze

（ソ連）

△引き分け
Valeriu Bularca
（ルーマニア）

4位

78kg級
（19名）

風間　貞夫
（新潟放送）

△引き分け
Rudolf Vesper
（西ドイツ）

○判定
Antal Rizmayer
（ハンガリー）

●判定
Bertil Alexis 
Nystrom

（スウェーデン）

―

87kg級
（20名）

開　健次郎
（自衛隊）

●フォール、4'03"
Jiri Kormanik

（チェコスロバキア）

○判定
Raymond Schummer
（ルクセンブルグ）

△引き分け
Stig Malte Persson
（スウェーデン）

―

97kg級
（18名）

中浦　章
（東洋レーヨン）

●判定
Aimo Matias Maenpaa
（フィンランド）

●フォール、2'55"
Kiyasettin Yilmaz
（トルコ）

―

+97kg級
（11名）

杉山　恒治
（東京観光ホテル）

●フォール、1'41"
Istvan Kozma
（ハンガリー）

ＢＹＥ
●フォール、1'07"
Wilfried Dietrich
（西ドイツ）

―

※当時の階級の呼称は、52kg級＝フライ級、57kg級＝バンタム級、63kg級＝フェザー級、70kg級＝ライト級、78kg級＝ウエルター級、
　87kg級＝ミドル級、97kg級＝ライトヘビー級、+97kg級＝ヘビー級

【フリースタイル】

【グレコローマン】

東京オリンピック　日本選手成績
1964年 10月11～ 14日＝フリースタイル、16～19日＝グレコローマン　東京・駒沢体育館

八田一朗：1906（明治39）年生まれ 広島県 江田島市出身（1983年 逝去）


